
【１　事業概要】

年度～( 年目)

【２　事業費および実績】

【３　市の評価】

○事業詳細
　［事業内容（平成29年度分）］
　　学校運営協議会を年３～５回程度開催。学校の運営方針を説明し承認を得た
　　ほか、委員から学校の現状や課題に関して多岐にわたり意見をいただいた。
　　また、学校から保護者や地域の方々に協力していただきたいこと等を提案し、
　　具体的にどのようなことができるか協議を行った。
　　年度末には、これらの取組の成果をまとめたパンフレットを作成し、校区内
　　の全世帯に配布し、周知・理解を図った。
　
　（実施校数）
　　平成28年度　中村町小学校をモデルに実施
　　平成29年度　新たに12小学校・１中学校を加え、14校で実施
　　平成30年度　小学校全校に拡充し、55小学校・１中学校で実施
　
　（委員構成）
　　　連合町会長、公民館長等の地域団体代表、
　　　育友会会長・副会長等の保護者代表、
　　　街頭交通推進隊・見守り隊、学校医、元教員、校区の中学校長
　　　コミュニティ・スクールの校長　（１校15名以内）

　（具体的取組）
　　　学校運営協議会での議論をもとに、具体的な取組につながった例として
　　　・学校と地域が連携したあいさつ運動の実施
　　　・地域ボランティアの協力による放課後学習支援教室の実施　等がある。

二次評価

今後の方向性 継続 見直し、廃止の理由 －

（こんなふうに見直していきます）

　－

事業内容

一次評価
（担当課評価）

今後の方向性 継続 見直し、廃止の理由 －

　平成30年度に市内全小学校に拡充することから引き続き実施していきたい。

1校 14校 －

－ － － － － －

項　　　目 平成26年度 平成27年度

指
標

実施する小・中学校数 － －

事業費
万円

－ － 60.4 390.8 1,953.3
万円 万円 万円 万円

平成28年度 平成29年度

■学校が抱える固有の課題解決に向け、保護者や地域の方々が学校と共に知恵を出し合
い、学校運営に参画することで、「地域とともにある学校づくり」を進めるコミュニ
ティ・スクールを推進する。
　なお、平成29年の法改正により、すべての学校での実施が努力義務化されている。
 ※ コミュニティ・スクール … 保護者や地域住民の代表等による「学校運営協議会」を設置している学校

事業概要説明シート(３)

事務事業名 コミュニティ・スクール推進事業費 担当課 学校職員課

2根拠法令等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 事業期間 平成 28

平成30年度
（予算）
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